






している平成 28年の凶悪犯の発生数は 5件、交通事故による人身事故件数は 429件あり死
亡者が 5人となっている。また津山市においても、平成 25年度の養護者等による高齢者虐
待が 35件、児童虐待通告においては平成 24年度で 169件起きている。さらに平成 28年 4
月から過去 1 年間にあった不審者情報発生状況は、公然わいせつ 8 件、卑わい言動 9 件、






















































































 また、平成 28 年 12 月 9 日に行われた第 3 回犯罪被害者支援シンポジウム（岡山大学主
催）において、定期開催した学内学習についてポスター発表した。さらに平成 28 年 11 月
27 日に行われた犯罪被害者支援フォーラム 2016in おかやま（岡山県警察本部・岡山県主
催）には、当大学の他にも共通の目的を持った岡山大学や岡山商科大学、環太平洋大学、ノ
ートルダム清心女子大学等、県内の 9 箇所の大学の学生が合同で運営に携わり、打ち合わ
せや資料の準備等を関係機関と連携し開催することができた。そのフォーラムで当支援団
体は、犯罪被害者支援について学んだことをポスター発表した。さらに、演劇「集団暴行で
高校生の息子を亡くした遺族への支援」を DVDにしたものをその場で上映した。 
 
【シナリオ（一部）】 
【犯罪被害者支援フォーラム 2016で発表したポスター】 
演劇に対する聴講者の意見は「わかりやすい内容だった」「どのように支援すれば良いのか
分かった」というものもあれば、「場面が近所の噂話というのはどうか」「くだけすぎている」
という意見もあった。今後、場面設定の見直しや対象者に合わせたシナリオの変更、演技力
の向上が課題としてあがった。 
 
 
 
３．平成 29年度に向けた活動 
 平成 28年度は、犯罪被害者等の心理的・社会的側面を理解することに重点をおいた活動
だった。その中で犯罪被害者やその遺族は、長期にわたって心理的・社会的支援を必要とし
ているが、警察やサポートセンターといった専門機関だけでは支援に限界があることがわ
かった。今後は、犯罪被害者やその遺族の暮らしに最も影響のある地域住民や学校の児童・
生徒・教員等に命の大切さや犯罪被害者支援のあり方を伝え、共に考える機会を作り、地域
で犯罪被害者等への支援が整うよう活動していきたいと考える。主な活動は以下の 3 項目
である。 
 1つは犯罪被害者支援の啓発活動である。今回作成した「集団暴行で高校生の息子を亡く
した遺族への支援」を対象者にあわせてシナリオを見直し、命の大切さと犯罪被害者や遺族
への支援について啓発していく。対象は地域住民や小中高校生とし、活動エリアは津山を拠
点とした岡山県北とする。展開方法は、学生による演劇を通して命の大切さや支援について
伝え、学生がファシリテートするグループワークで参加者自身が考え他者の意見を聞く機
会をつくり理解が深まるようにする。 
 2つ目は、詐欺被害の予防啓発活動である。対象は高齢者を主とした地域住民で、津山市
のサロンや地域の集会で開催する。展開方法は、学生による演劇「詐欺にあわないための予
防～劇場型詐欺バージョン～」を通して詐欺の種類や相談窓口、対策方法を伝え、さらにク
イズやグループワークで理解が深まるようにする。 
 3つ目は、犯罪被害の相談窓口など情報提供を目的とした街頭でのチラシ配りである。対
象は高校生や大学生、社会人などで、年 2回大学周辺や津山駅周辺で配布する。作成部数は
【犯罪被害者支援フォーラム 2016で上映した一場面】 
4,000部を予定している。掲載内容は犯罪被害にあった時の相談窓口や制度の紹介、不審者
に対する注意喚起、被害者の心境である。 
 
４．まとめ 
本研究は、地域住民が犯罪被害者や遺族の思いを認識し、自分たちに何ができるか考える
きっかけとなり、地域に支援の輪がひろがることを期待していた。また、被害にあった時の
相談窓口や利用できる制度を周知することで、犯罪被害者の危機介入につながると考えて
いた。 
平成 28 年度年間活動は、計画のうち①の学内研修、②の被害者支援養成講座の報告会、
⑥の他大学への視察が実施できた。③の相談窓口を地域に周知するや⑤の防犯の働きかけ
は年度内に実施できなかったが、①②⑥で知識を備えシナリオ作成まで準備を進めてきて
いる。④の被害者の植物を育てる活動は、予定していた植物の株分けが出来なかったことか
ら実施できていない。⑦の学園祭への出店はエントリー時期が過ぎていたため次年度に持
ち越す結果となった。研究としては継続していく必要があり、ソーシャルワークにおける犯
罪被害者支援について地域で実践し評価していきたい。 
一方、学生に対する教育の場としての成果は、被害者や遺族から話を聴き、心理的・社会
的状況を考えることで、学生に当事者を理解する力がついてきた。また、犯罪被害者への支
援について、社会に何をどのように伝えていくか具体的なイメージを持ち関係機関や他大
学の学生などと連携し活動するといったソーシャルワーク実践が体験できた。今後、多方面
で講演会を開催することになれば、準備の段階から学生に精神的にも身体的にも負担がか
かることが予測される。さらに学年が入れ替わり世代交代もある中で、自主的に活動する学
生のモチベーションを維持していくことも必要である。そこでスーパービジョン体制を整
えていくことが課題である。 
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